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JIP's Direct 「FOCUS」： 更に進む顧客本位の業務運営～金融審議会報告書より

第1章顧客本位の業務運営の進展と深化

第2章現状はどうか～直近のモニタリング状況等から

第3章リテール営業現場の何か変えるか

第4章個人向け投資サービスに進化をもたらす可能性について

顧客本位の業務運営の更なる進展（イメージ）

顧客本位の業務運営に関する原則の策定・公表

顧客の最善の利益追求

手数料明確化
利益相
反の管
理

顧客に
ふさわ
しい
サービ
ス

従業員に対する適切な動機付け
の枠組み

商品提案力向上と
フォローアップ

金融商品組成における
想定顧客の公表

分かり易い情報提供

強化事項

重要情報シー
ト

代替商品との比較

原則・代替策の従業
員への周知・業務支
援、検証の為の態勢
整備

不適切な販売事例
に対する監督上の
対応の強化

行政

・誠実公正義務、適合性原則
に反する可能性のある行為
・適合性原則内容の明確化
・不適当・不誠実な行為の例
示

重要な情報の
分かり易い提供
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度（上期）

投資信託の平均保有期間

主要行等（9行） 地域銀行（27行）

大手証券等（7社） ネット証券（4社）

8%

14%
21% 25%23%

30%
34% 37%

0%

20%

40%
投信保有者に占める積立投信顧客比率

主要行等（6行） 地域銀行（19行）

年 FD原則取組みへの課題

FD原則の取組成果
としてのKPI

取組実態が分
かり易いか

顧客がアクセ
スしやすいか

営業現場での課題

モデルポートフォリオは
？

販売員のポートフォリオ
提案ノウハウは

ポートフォリオが顧客属
性に適合しているか

外貨建一時払
生命保険販売 顧客本来のニーズ

合致とその確認は
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FD原則が変えるリテール営業

今まで

共通KPI

顧客の投資収
益を重視する
営業姿勢

自主的KPI

顧客の評価・満
足度を重視へ

今後

重要情報シート

適合性原則内容
の明確化

フォローアップ

・進める金融商品の
代替投資手段
・勧誘目的の明確化
など

強化項目

・金融商品等の把握
・顧客属性等の把握
・金融商品等の顧客属
性等に適合する根拠

・投資家への長期的
サポート

顧客の選択

銀証連携

投資勧誘
アンバンドリング

専任担当制

強まる可能性



2020年9月
掲載

JIP's Direct 「FOCUS」： 更に進む顧客本位の業務運営～金融審議会報告書より

第1章顧客本位の業務運営の進展と深化

第2章現状はどうか～直近のモニタリング状況等から

第3章リテール営業現場の何か変えるか

第4章個人向け投資サービスに進化をもたらす可能性について

個人向け投資サービスの変化（証券会社等）

個人向け投資サービス進化の可能性

データ分析・シュミュレーショ
ン・パターン化

フィンテックの
進展

金融商品・サー
ビスのコスト低

下

個人投資家の
投資コスト低下

個人のライフサ
イクルやライフ
スタイルに合っ
た商品・サービ

ス

高齢化の
進展

適時のサー
ビス

助言活動（広義）の
比重増加

長期のサポ
―ト

顧客本位の
業務運営の
推進

アンバンドリン
グ・リバンドリン
グの深化

異業種・同業含めて
業務提携や協働の進

展

適正商
品を選択

顧客区分を細分化

モデルポートフォリ
オの独自性

代替投資手段
検索

顧客資産

代替投資手段
・代替商品

※この部分は、個人投資家の実像と変化～高齢化とフィンテックの中で（2020年2

月3日）で示した部分


